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な
ぜ
「
省
エ
ネ
」
が
大
切
な
の
か 

「
省
エ
ネ
」
と
は
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
略
し
た
言
葉
で
、
石
油
や
石
炭
、
天
然

ガ
ス
な
ど
、
限
り
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
よ
く
使
う
こ
と

を
い
い
ま
す
。 

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
、
電
気
や
ガ
ス
、

ガ
ソ
リ
ン
と
い
っ
た
、
い
つ
も
皆
さ
ん
が

使
っ
て
い
る
も
の
と
、
そ
れ
ら
を
作
る
た

め
に
、
間
接
的
に
必
要
に
な
る
、
石
油
や

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
の
こ
と
を

さ
し
ま
す
。 

 

な
ぜ
省
エ
ネ
が
必
要
な
の
か 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安

定
供
給
確
保
と
地
球
温
暖
化
防
止
の
両

面
の
意
義
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
確
保
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
日
本
に
と
っ
て
最
重
要
課

題
の
ひ
と
つ
で
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
に

つ
い
て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
部
分
を

占
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
の
二
酸
化
炭

素
排
出
削
減
へ
向
け
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
必
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
を
十
分
考
慮
し
た
上
で
の
市

場
機
能
を
活
用
し
た
経
済
効
率
性
を
目

指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

相
互
に
絡
み
合
う
こ
れ
ら
３
つ
の
課

題

を

、
「

地

球

環

境

保

全

(Environmental 
Protection)

」
「
エ

ネ

ル

ギ

ー

安

定

供

給

(Energy 

Security)

」
「
経
済
効
率
性(Economic 

Efficiency)

」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
文
字

の
Ｅ
を
と
っ
て
、
3E
と
い
い
ま
す
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
確
保 

世
界
規
模
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
世
界
経
済
の
発
展
が
要
因

と
さ
れ
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関(

Ｉ
Ｅ

Ａ)

で
は
、
2040
年
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
は
2014
年
と
比
べ
て
約
1.3
倍
に
増
加

す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
方
、
供
給
面
に
つ
い
て
は
、
世
界
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
可
採
年
数
は
現
在

の
生
産
量
を
前
提
と
す
る
と
石
油
は
約

50
年
、
天
然
ガ
ス
は
約
51
年
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
た
な
油
田
や
鉱
山
の
発
見
に

よ
り
可
採
年
数
が
延
び
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
限
り
が
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

い
ま
世
界
中
で
、
電
気
や
ガ
ス
、
ガ
ソ

リ
ン
を
使
う
機
械
や
乗
り
物
な
ど
が
ど

ん
ど
ん
増
え
て
、
世
界
中
の
人
た
ち
の
生

活
が
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
電
気
や

ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
も
と
に
な
る
石

油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
は
、

ど
ん
ど
ん
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
ま
ま
だ
と
、
世
界
中
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で
通
り

の
生
活
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
心

配
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な

い
よ
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ム
ダ
な
く
、
上

手
に
使
っ
て
い
く
省
エ
ネ
が
大
切
に
な

る
の
で
す
。 

省
エ
ネ
は
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
手
に
使
う
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
「
地
球
を
守
る

こ
と
」
に
も
役
立
ち
ま
す
。
電
気
や
ガ
ス
、

ガ
ソ
リ
ン
を
作
っ
た
り
、
機
械
や
乗
り
物

を
動
か
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
石
油
や

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
を
大
量
に
燃
や
す

必
要
が
あ
る
の
で
す
。 

資
源
を
燃
や
す
と
、
「
二
酸
化
炭
素
」

な
ど
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
が
発
生
し
ま
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す
。
そ
し
て
、
地
球
全
体
が
あ
た
た
か
く

な
っ
て
い
く
「
地
球
温
暖
化
」
が
進
ん
で
、

人
間
や
動
物
、
植
物
が
こ
れ
ま
で
通
り
に

生
き
て
い
け
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

夏
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
使
う
も
の

は 

１
つ
目
は
、
暑
い
部
屋
を
す
ず
し
く
、

快
適
に
し
て
く
れ
る
「
エ
ア
コ
ン
」
で
す
。

30℃
を
こ
え
る
よ
う
な
暑
い
日
に
大
活
躍

す
る
エ
ア
コ
ン
は
、
身
近
な
電
気
製
品
の

な
か
で
も
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
も
の
な
の
で
す
。
部
屋
を
す
ず
し
く

す
る
た
め
に
温
度
を
低
く
設
定
す
る
ほ

ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
使
う
こ
と

に
な
る
（
電
気
代
も
高
く
な
る
）
か
ら
注

意
が
必
要
な
の
で
す
。 

 
 

２
つ
目
は
、
食
べ
物
を
冷
た
く
保
温
し

て
く
れ
る
「
冷
蔵
庫
」
で
す
。
気
温
が
高

い
時
は
、
冷
蔵
庫
の
中
を
一
定
の
冷
た
さ

に
し
て
お
く
た
め
に
、
い
つ
も
よ
り
た
く

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

 

温
室
効
果
と
は 

 

地
球
の
大
気
に
は
二
酸
化
炭
素
ど
の

温
室
効
果
ガ
ス
と
呼
ば
れ
る
気
体
が
わ

ず
か
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
気

体
は
赤
外
線
を
吸
収
し
。
再
び
放
出
す
る

性
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
性
質
の
た
め
、

太
陽
か
ら
の
光
で
暖
め
ら
れ
た
地
球
の

表
面
か
ら
地
球
の
外
に
向
か
う
赤
外
線

の
多
く
が
、
熱
と
し
て
大
気
に
蓄
積
さ
れ
、

再
び
地
球
の
表
面
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
戻
っ
て
き
た
赤
外
線
が
、
地
球
の
表
面

付
近
の
大
気
を
暖
め
ま
す
。
こ
れ
を
温
室

効
果
と
呼
び
ま
す
。 

 

温
室
効
果
が
無
い
場
合
の
地
球
の
表

面
の
温
度
は
氷
点
下
19
℃
と
見
積
も
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
温
室
効
果
の
た
め
に
現

在
の
世
界
の
平
均
気
温
は
お
よ
そ
14
℃

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
が
増
え
る

と
温
室
効
果
が
強
ま
り
、
地
球
の
表
面
の

気
温
が
高
く
な
り
ま
す
。
（
気
象
庁
資
料

よ
り
） 

 

新
築
住
宅
に
太
陽
光
発
電
の
義
務
化
、
東

京
都
が
検
討 

東
京
都
が
、
新
築
建
築
物
を
対
象
と
す

る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を
、
独
自
に

義
務
化
す
る
制
度
の
導
入
に
向
け
た
検

討
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
、
国
は
２０３０
年
ま

で
に
新
築
戸
建
て
住
宅
の
６
割
で
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
と
い
う
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
義
務
化
に
つ
い
て

は
行
わ
な
い
方
針
で
す
。
今
回
の
都
の
方

針
は
、
現
時
点
で
は
建
築
物
の
規
模
な
ど

具
体
的
に
示
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
だ
け
で
な

く
一
般
の
新
築
戸
建
て
住
宅
も
検
討
対

象
に
な
る
と
見
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
業
界

を
は
じ
め
、
関
係
す
る
各
分
野
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
ま
す
。 

衆
議
院
議
員
時
代
に
環
境
相
を
務
め

た
こ
と
も
あ
る
小
池
都
知
事
は
、
地
球
温

暖
化
対
策
や
省
エ
ネ
加
速
化
な
ど
の
環

境
施
策
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
小
池

都
知
事
は
「
数
十
年
に
わ
た
り
使
い
続
け

る
住
宅
等
の
建
物
を
環
境
面
、
防
災
面
に

も
優
れ
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能
の

意
）
な
性
能
に
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、

２０５０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

実
質
ゼ
ロ
と
す
る
政
府
目
標
と
、
２０３０
年
の

Ｃ０２
排
出
量
を
2000
年
度
比
で
５
割
削
減
す

る
と
い
う
都
独
自
の
厳
し
い
目
標
が
あ

り
ま
す
。
都
は
こ
れ
ま
で
に
住
宅
へ
の
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
費
の
助
成
や
、
設
置
の

適
否
が
一
目
で
わ
か
る
地
図
作
成
な
ど

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
19
年
度
の
Ｃ０２

排
出
量
は
、
2000
年
度
比
Ｏ・２
％
減
に
留
ま

っ
て
お
り
、
目
標
達
成
ま
で
の
道
の
り
は

険
し
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
都
市
部
の

狭
小
地
で
は
設
置
が
難
し
い
場
所
も
多

く
、
義
務
化
に
ま
で
踏
み
切
る
こ
と
へ
の

懸
念
の
声
も
あ
る
よ
う
で
す
。
2020
年
12

月
に
は
京
都
府
・
京
都
市
条
例
に
よ
っ
て

建
築
物
へ
の
再
エ
ネ
導
入
義
務
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
が
、
東
京
都
も
こ
れ
に
続

く
と
な
る
と
、
こ
う
し
た
制
度
が
全
国
へ

波
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
専
門

家
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
都
の
環
境

審
議
会
で
議
論
し
て
い
く
よ
う
で
す
。 
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国
策
と
し
て 

「
エ
ア
コ
ン
省
エ
ネ
基
準
強
化
」 

性
能
３
割
向
上
求
め
る 

 

 

省
エ
ネ
性
能
の
目
標
基
準 

各
品
目
で
省
エ
ネ
性
能
が
最
も
優
れ

た
製
品
を
目
標
と
し
て
設
定
す
る
「
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
※1
の
基
準
。
一
定
期

間
で
他
の
製
品
が
こ
の
基
準
を
上
回
る

よ
う
義
務
づ
け
、
省
エ
ネ
を
促
し
て
き
た
。

1998
年
の
省
エ
ネ
法
改
正
を
機
に
エ
ア
コ

ン
な
ど
を
対
象
に
始
ま
り
、
現
在
は
32
品

日
で
基
準
を
設
け
て
い
る
。 

 

脱
炭
素
ヘ
15
年
ぶ
り
改
正 （

経
産
省
方
針
） 

 

政
府
は
50
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
の
達
成
を
目
指
し
、

30
年
度
ま
で
に
排
出
量
を
13
年
度
比
で

46
％
削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
太

陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る

が
、
設
備
を
建
設
で
き
る
適
地
の
不
足
な

ど
課
題
は
多
い
。 

 

一
方
、
省
エ
ネ
が
進
め
ば
電
気
使
用
量

が
減
り
、
発
電
時
に
大
量
の
二
酸
化
炭
素

（
ＣＯ2
）
が
発
生
す
る
火
力
発
電
の
稼
働
を

抑
え
ら
れ
る
。 

省
エ
ネ
の
推
進
に
よ
り
、
30
年
度
時
点

の
電
力
需
要
を
13
年
度
比
で
１
割
超
削

減
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
エ
ア

コ
ン
の
省
エ
ネ
は
、
そ
の
柱
の
一
つ
と
な

る
も
の
だ
。 

 
現
在
の
エ
ア
コ
ン
の
目
標
基
準
は
、
06

年
に
改
正
し
た
「
10
年
度
目
標
」
で
、
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
混
乱
な
ど
で
改
正

が
見
送
ら
れ
て
き
た
。
現
在
、
国
内
で
販

売
さ
れ
て
い
る
エ
ア
コ
ン
は
、
ほ
ぼ
全
機

種
が
10
年
度
目
標
を
達
成
し
て
い
る
。 

 

メ
ー
カ
ー
各
社
は
近
年
、
省
エ
ネ
性
能

以
外
で
も
特
色
を
出
す
た
め
、
人
工
知
能

（
ＡＩ
）
を
活
用
し
た
新
機
能
の
開
発
な
ど

に
力
を
注
い
で
い
る
。 

 

27
年
度
以
降
、
基
準
達
成
を
求
め
る
勧

告
や
命
令
に
メ
ー
カ
ー
が
従
わ
な
い
場

合
、
経
産
省
は
社
名
を
公
表
し
た
り
、
罰

金
を
科
し
た
り
で
き
る
。
一
方
、
メ
ー
カ

ー
側
が
技
術
開
発
を
行
う
期
間
も
考
慮

し
、
22
年
度
の
ル
ー
ル
改
正
か
ら
５
年
間

の
猶
予
期
間
を
設
け
る
。 

 

エ
ア
コ
ン
の
国
内
出
荷
台
数
は
年
約

1000
万
台
で
、
近
年
は
増
加
傾
向
か
続
く
。

１
世
帯
あ
た
り
約
３
台
保
有
し
て
お
り
、

平
均
使
用
年
数
は
13
年
程
度
。
買
い
替
え

頻
度
は
テ
レ
ビ
や
冷
蔵
庫
と
比
べ
て
高

い
。 

 

脱
炭
素
の
推
進
は
世
界
的
な
潮
流
と

な
っ
て
い
る
。
世
界
の
家
庭
用
エ
ア
コ
ン

市
場
で
は
現
在
、
中
国
の
シ
ェ
ア
（
市
場

占
有
率
）
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
国
内

メ
ー
カ
ー
が
省
エ
ネ
技
術
で
先
行
す
れ

ば
、
海
外
で
の
需
要
拡
大
に
つ
な
が
る
と

の
期
待
も
あ
る
、（
読
売
新
聞
記
事
よ
り
） 

  

※1 

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
と
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る

法
律
（
省
エ
ネ
法
）
に
基
づ
く
機
器
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
基
準
の
策
定
方
法
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
機
器
の
う
ち
省
エ

ネ
法
で
指
定
す
る
特
定
機
器
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
準
を
、
各
々
の
機
器
に
お
い
て
、

基
準
設
定
時
に
商
品
化
さ
れ
て
い
る
製

品
の
う
ち
「
最
も
省
エ
ネ
性
能
が
優
れ
て

い
る
機
器
（
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
）
」
の
性

能
以
上
に
設
定
す
る
制
度
。 

 

知
る
省
エ
ネ 

使
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の"

見
え
る

化"

に
役
立
つ
ツ
ー
ル
な
ど
を
紹
介
し
ま

す
。 

 

検
針
票 

電
気
や
ガ
ス
の
検
針
票
に
は
、
そ
の
期

間
の
使
用
量
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
記
録
し
、
分
析
す
る
こ
と
で
、
ご
自

分
の
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
に
つ
い

て
、
傾
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

前
年
同
月
の
使
用
量
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
比
較
す
る
こ
と
で
、
増
加

し
て
い
る
の
か
減
少
し
て
い
る
の
か
わ

か
り
ま
す
。 

 

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ(

ヘ
ム
ス) 

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（Home Energy Management 

System

、
家
庭
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
）
は
、
家
電
製
品
や
給
湯
機
器
を
ネ 

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
表
示
機
能
と
制
御
機

能
を
持
つ
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
家
庭
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
促
進
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

制
御
機
能
に
は
、
遠
隔
地
か
ら
の
機
器

の
オ
ン
オ
フ
制
御
や
、
温
度
や
時
間
な
ど

の
自
動
制
御
が
あ
り
ま
す
。 
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表
示
機
能
は
、
機
器
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
な
ど
を
パ
ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、

携
帯
電
話
の
画
面
な
ど
に
表
示
す
る
ほ

か
、
使
用
状
況
に
応
じ
た
省
エ
ネ
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
な
ど
の
機
能
を
併
せ
持
つ

も
の
も
あ
り
ま
す
。 

 

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー 

「
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
」
は
、
電
気
や

ガ
ス
な
ど
の
計
量
器
に
、
遠
隔
検
針
（
イ

ン
タ
ー
バ
ル
検
針
）
、
遠
隔
開
閉
、
計
測

デ
ー
タ
の
収
集
発
信
機
能
を
有
す
る
計

測
器
の
こ
と
で
す
。 

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
導
入
に
よ
っ
て
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
通
じ
た
電
力
等

の
使
用
状
況
や
料
金
な
ど
の
見
え
る
化

や
、
計
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
省
エ
ネ
診
断

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
可
能
に
な
り
、
こ
れ
に

よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。 

電
力
会
社
等
に
と
っ
て
は
、
遠
隔
検
針

や
遠
隔
開
閉
に
よ
る
検
針
業
務
等
の
効

率
化
や
作
業
の
安
全
性
の
向
上
が
期
待

で
き
ま
す
。 

  

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
・
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ 

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を

中
核
と
し
、
IT
技
術
を
駆
使
し
て
分
散
型

電
源
・
蓄
電
シ
ス
テ
ム
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
含
め
た
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
最
適
化
を
図
っ
て
い
く

家
々
が
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
で
す
。 

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
が
普
及
す
る
こ
と

で
、
従
来
は
困
難
で
あ
っ
た
「
需
要
の
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
」
が
可
能
と
な
り
、
蓄
電
や

ピ
ー
ク
シ
フ
ト
な
ど
に
よ
り
電
力
需
要

構
造
を
効
率
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
電
気
の
有
効
利
用
に
加
え
、

熱
や
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
含
め
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
「
面
的
利
用
」
や
地
域
の
交

通
シ
ス
テ
ム
、
市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
革
な
ど
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ

た
エ
リ
ア
単
位
で
の
次
世
代
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
形
成
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

２
０
２
１
年
度
建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験 

▼
日
時
：
２
０
２
２
年
２
月
26
日
（
土
） 

筆
記
試
験
10
時
～
12
時 

▼
会
場
：
自
宅
に
て
受
験 

▼
申
込
締
切
：
２
０
２
２
年
１
月
31
日 

▼
受
験
資
格
：
指
定
研
修
会
出
席
会
員 

  

事
務
局
年
末
・
年
始
休
暇
の
お
知
ら
せ 

２
０
２
１
年
12
月
29
日
（
水
）
～ 

２
０
２
２
年
１
月
４
日
（
火
） 

  

～～
編編
集集
後後
記記
～～  

２
ケ
月
間
く
ら
い
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち

着
き
、
物
流
が
活
性
化
し
た
の
は
朗
報
で

す
が
、
人
手
や
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
不
足
な

ど
に
円
安
が
追
い
打
ち
を
か
け
原
油
は

高
騰
、
物
価
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。 

消
費
者
に
と
っ
て
は
生
活
に
直
結
す
る

大
問
題
で
す
。 

世
界
が
「
省
エ
ネ
」
や
「
脱
炭
素
」
を

謳
っ
て
い
ま
す
が
、
産
油
国
に
と
っ
て
は

死
活
問
題
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
世
界
で

足
並
み
が
揃
っ
て
い
る
よ
う
に
は
見
え

ま
せ
ん
。 

車
の
Ｅ
Ｖ
化
然
り
、
流
れ
に
は
逆
ら
う
つ

も
り
は
な
い
が
、
１
日
400
～
500

km
も
の

長
距
離
を
頻
繁
に
走
ら
ざ
る
を
得
な
い

身
に
と
っ
て
は
長
距
離
を
安
心
し
て
走

れ
る
電
池
が
開
発
さ
れ
な
い
限
り
興
味

さ
え
持
て
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
石
炭
不
使

用
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
技
術
や
排
ガ
ス
規

制
に
立
ち
遅
れ
た
国
々
が
「
省
エ
ネ
」
や

「
脱
炭
素
」
を
大
義
名
分
に
「
自
国
の
利

益
の
た
め
に
施
策
を
打
ち
出
し
、
世
界
を

巻
き
込
ん
で
い
る
」
と
勘
繰
り
、
さ
ら
に

Ｅ
Ｖ
を
生
産
す
る
の
に
環
境
に
影
響
は

な
い
の
か
？ 

と
冷
め
て
見
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
次
の
世
代
、
ま
し
て
我
が
子
や

孫
が
地
球
温
暖
化
の
犠
牲
に
な
る
現
実

は
想
像
す
る
だ
け
で
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん
。 

日
本
政
府
も
こ
の
よ
う
な
自
己
中
心

的
な
方
針
が
垣
間
見
え
、
省
エ
ネ
や
脱
炭

素
を
提
唱
し
て
も
対
外
向
け
、
半
ば
机
上

だ
け
の
強
制
に
さ
え
思
え
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
今
後
の
建

築
デ
ザ
イ
ン
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
生
活
に
欠
か
せ
な
い
エ
ア
コ
ン
は
も

と
よ
り
、
内
装
・
什
器
・
建
具
な
ど
、
全

て
「
省
エ
ネ
」
を
盾
に
規
制
が
進
み
、
本

来
あ
る
べ
き
住
宅
に
関
す
る
自
由
な
諸

環
境
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。 

 

Ｍ
・
Ｓ 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 


